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女性の健康は，思春期から性成熟期，更年期，高齢期まで，それぞれのライフステージに応じて異なる健康課題に直
面することが特徴である．近年は，健康日本21（第三次）において「女性の健康」が新たな柱として位置づけられたほか，
女性版骨太の方針や女性の健康総合センターの設立など，国を挙げた取組が進められている．また，地方自治体や職域
においても，女性の健康づくりを推進する実践が広がるとともに，災害・健康危機への備えを含め，女性の健康を取り
巻く課題はますます多様化している．
本特集では，国の政策，ライフコースアプローチ，エビデンスに基づいた政策形成（EBPM），地方自治体，職域，災害・

健康危機という多様な視点から，各分野で研究・実践に携わる執筆者に，それぞれの専門的立場から最新の知見と取組
をご紹介いただいた．
女性の健康を個人の健康課題として捉えるだけでなく，社会環境や就労，地域，健康危機など幅広い視点から整理す

ることで，公衆衛生に携わる読者の皆様にとって，今後の政策立案や地域保健活動，研究の一助となることを願っている．
（公衆衛生政策研究部　佐々木由理）




